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１時間目から　君はもう居眠り 
見てるこっちの方が　ハラハラしちゃうよ 

よそ見をしてたら　私が指され 
ちっとも答えられず　真っ赤 

目が覚めた君にも　笑われちゃってドキドキ 
授業終わって　君からの視線 

感じてるのにわざと　反対の方を向く私 
ずっと前から　君のこと気になって 

遠くから見ていること　バレていないよね？ 

お昼休みには　みんなで固まり 
ワイワイと話しては　楽しい昼食 
食堂行く君　いつでもダッシュ 

終礼のあと座らず　すぐお財布握り締め 
駆け出すの　もうバタバタ 
今日のお弁当　何入ってるか 

楽しみで蓋開ける　今日も大好きなものばかり 
「いつか君にお弁当作ってあげる日が来るのかな？」 

とか妄想しちゃうの 

午後の授業中　眠さとの勝負 
日差し射し込み　左半身ポカポカ 
瞼が重くて　耐えきれないよ 

私だけじゃないみたい　みんな船漕ぎ出して 
いるみたいだ　もうユラユラ 

授業終わりの　チャイムが鳴ったら 
途端にみんな目が冴え　ワイワイと騒ぎ出すよ 

今日の授業は　全部終わったから 
もう部活に行く時間　みんなニコニコだ 

部活が終わって　帰る支度して 
夕焼け染まる空に　涼しい風吹く 
靴箱開けたら　君から手紙 

読んでみたら「公園で待っているから来て欲しい」 
と書いてあって　ドキドキ 

ひとり向かって　何て言われるか 
想像ばかり先走り　胸張り裂けそうになる 
公園着いて　君のそばに行ったら 
君は頭かきながら　口を開いたの


